
（様式第２号）

令和 6年 10月 17 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 秋田県由利本荘市一番堰128

名 称 有限会社 大樹会

代表者 代表取締役 大場 良樹

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況
初回登録年月日：Ｒ3年 11 月 19日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

þ経済

þ社会

☐環境

ワークライフバランスを重

視し、結婚・出産後も全て

の職員が安心して仕事に取

り組めるよう、雇用形態等

について柔軟に相談するこ

とができる

子育てしながら働く職員には看

護休暇、親の介護をしながら働く

職員には看護休暇や介護休業の

導入・サポートの実施

・子供の看護や親の介護にあたる

職員へ休暇取得ができるように周

知し、柔軟に対応ができている

・男性職員への育児休暇取得の周

知、休暇取得の対応ができている
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þ経済

☐社会

þ環境

再生可能なエネルギーを有

効活用し、地域環境に優し

い施設運営をすることがで

きる

・事業所の照明のＬＥＤ化を推進

していく

・省エネの習慣を社内で徹底して

いく

・リサイクル資源を活用する

・事業所の照明の50％を LED照

明に変更する

・全職員に節電を周知し実践でき

ている

・リサイクルトナーの活用、古紙

の活用ができている

・一部の機器（エアコン等）を省

エネ性能の高い機器への変更を進

めている
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「有限会社 大樹会」は、このＳＤＧｓの意義に賛同し、“地球上の誰一人として取り残さない”とう

いう誓いのもと、地域に根を張り、地域での介護に真摯に取り組み、地域の笑顔が私たちの誇りに

なるよう、”温厚篤実“を目指したサービスを提供し続けてまいります。

有限会社 大樹会



þ経済

þ社会

þ環境

地域資源（地産地消）を積

極的に利用することができ

る

地元で生産された食材を積極

的に活用していく

・食事で提供する野菜については

70％程度が地元で収穫された食

材を使用することができている

・魚や肉についてもできるだけ地

元で生産された食材の活用（20％

程度）に繋げている
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ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべてに人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


